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沖縄本島周辺サンゴ礁の現況調査　 犬

工藤　君明゛1　本多　 牧生米1

海洋科学技術センターは，地域共同研究開発の一部として｡ 昭和63年度か

ら沖縄サンゴ礁海域における「サンゴ礁造園技術の研究開発」に着手した。

これは1970 年代のオニヒトデの大発生，あるいは産業活動の活発化により大

きな撹乱を受けた沖縄サンゴ礁を，自然の復元力を保護しながら人為的に回

復させ，かつ増大させる技術の研究開発を目的とするものである。

本論文は，予備的調査研究として，昭和62年度に実施した沖縄本島周辺の

サンゴ礁海域における造礁サンゴ，オニヒトデ，及び水質環境について現況

調査した結果をまとめたものである。

キーワード：サンゴ礁造園技術，造礁サンゴ，赤土，オニヒトデ，沖縄本島

Investigation of Coral Reefs around  Okinawa  Island

Kimiaki KUDO*2  Makio HONDA  *2

The  Japan  Marine  Science  and  Technology  Center  started  the  "Coral  Reef

Project"  in  the  maritime  area  around  Okinawa  Island  from  1988  in cooperation

with  Okinawa  Prefecture.  The  "Coral  Reef  Project"  is  the  research  and  develop-

ment  of the technique  which  contributs  to the restoration  of coral reef  communities

which  have  been  disturbed  greatly  by  the  unusual  increase  of  Acanthaster  planci

during  the 1970's  and/or  the natural  disturbances  caused  by  the development  of in-

dustry,  and  artificially enlarges  them  with  conserving  the nature's  potential  of re-

covery.

Last  year,  as  a preliminary  research,  we  made  an  investigation  into the  cur-

rent  status  of hermatypic  corals,  Acanthaster  planci  and  environmental  conditions

which  effect the living corals. In this note, the  results  of the investigation  are  pre-

sented.

Key  word: Coral  Reef Project, hermatypic corals, red clay, Acantkaster planci,

Okinawa  Island
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1. は じ め に

琉球列島のサンゴ礁海域には，西太平洋に分布

する74 属の造礁サンゴのうち66 属が生息しているll

これはオーストラリアのグレートバリアリーフの

67属，フィリピン海岸の68属に匹敵する多さであ

る。また石垣島のアオサンゴ大群集や，ハマサン

ゴ等により形成される巨大なマイクロアトールな

ど世界的に注目されているサンゴ礁海域でもある2）。

一方，沖縄で生活する人々にとって，サンゴ礁

は漁業を営む場としても，貴重な観光資源として

も重要である。さらにサンゴ礁は生きた防波堤と

して，海岸侵食や台風の被害から沖縄県土を守る

役割を果たしている。

しかし1960 年代初期から世界的に始まったオニ

ヒトデ（写真1 ）3） の異常繁殖のため，沖縄のサ

ンゴ礁も1970 年代に入り大きな撹乱を受けた。さ

らに1972^ の本土復帰以降，急速に進んだ農地整

備や土地造成，及び産業活動の活発化の結果，赤

土の流出などによって潮干帯における海水環境が

悪化し，このため沖縄のサンゴ礁は一時壊滅状態

となった。

沖縄県は科学技術庁のアクアマリン計画の一環

として海域総合利用構想を調査研究し，この中で，

健全なサンゴ礁生物群集の回復を促進する技術の

研究開発は沖縄県にとって極めて重要な課題であ

るとし,4） 当センターと地域共同研究「サンゴ礁

造園技術の研究開発」を実施することになった。

本研究開発は，サンゴ礁のもつ自然の復元力に加

え人為的に回復させることを目的としている。サ

ンゴの固着・生育は海水環境のみならず，自然の

地形・底質に強く依存しているので，海底に人工

ノル（人工のサンゴ礁）を構築してサンゴ基盤と

し，サンゴの有性・無性生殖を応用した移植技術

の研究開発を実施するものである。

サンゴ礁造園技術の研究開発に先立ち，昭和62

年度に予備的基礎調査として沖縄本島周辺海域に

おける造礁サンゴの被度分布，オニヒトデの生息

状況，赤土の堆積状態，及び海域の水質環境等に

ついての調査を実施した。

2. 調 査 場 所

調査は過去に行われた３回の沖縄本島周辺にお

けるサｙゴ礁の調査(1972 年6>, 1976 年6) , 1984
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年7））とほぼ同じ地点に，新たに数点を加え計83

地点で実施した。図１に調査地点の位置，表１に

調査地点の名称，礁型，調査位置摘要を示す。過

去の調査に従って沖縄本島周辺海域を，ひとまと

まりの地形的単位として考えることができる岬と

岬の間，あるいは湾により12の海域に区分した。

水質環境調査については各海域毎に代表点を設定

して行っ7こ。

3｡ 調査内容と方法

3.1　サンゴ礁回復度の調査

3.1.1 造礁サンゴの被度

調査地点周辺で陸一沖方向約100 ～200m にわた

り，ダイバーがサンゴ礁地形をスケッチした。そ

の際，造礁サンゴの平均的な被度を地形に対応さ

せて目視により推定した。またサンゴ，ソフトコ

ーラル（または海藻）の主要種をゾーン代表種と

して記録した。

造礁サンゴの出現種については現場において記

録したが，属名が不明な場合は実験室に持ち帰り

属の同定を行った。さらに同調査時に出現した魚

貝類等の状況についても記録した。図２にスケッ

チに用いられた用語を示す。

3.1.2　 オニヒトデの出現数

調査各地点のオニヒトデ，及びオニヒトデによ

るサンゴの食痕の密度が最も高いと考えられる場

所において，10分間の調査時間内に発見された両

者を数えた。この際，同じものを２度数えないよ

うに注意した。

3.2　 サンゴ礁海域の環境調査

環境調査項目はその性質によって，物理的環境

調査と化学的環境調査に大別した。

物理的環境項目としては水温（上層，下層），

塩分，水平透明度（上層，下層），濁度（上層，

下層），懸濁物量（ＳＳ），及び赤土の被度状況

について，全ての場所で調査した（ただし塩分，

ＳＳは海域毎の代表点のみ）。

化学的環境項目としては，各海域の代表点にお

いて採水を行い，溶存酸素量（ＤＯ），ＤＯ飽和

量，化学的酸素消費量（ＣＯＤ），全リン量（Ｔ

－Ｐ），全窒素量（Ｔ－Ｎ）の計５項目について

分析した。゚

表２に各調査項目の測定・分析方法を示す。
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図1

Fig. 1

調査地点（・ は水質調査代表点）

Stations of investigation (<§) indicates stations where

water analysis was made.)
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図2

Fig. 2

スケッチに用いた用語

Terms used in diver's sketch
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表１　　　調査地点の名称，礁型，地形，および調査位置

Table １　　Reef type and bcation of stations

海域

(工)

地点N0. 調査地点名

76

83

79

80

○1
2
3
4
5
6

7
-

（２）　 ○8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

儀間ノ瀬

中防波堤
干ノ瀬

自謝加瀬東
仲西
空寿崎

牧港
伊佐浜

砂辺
楚辺沖ｲﾅﾝﾋﾞｼ内側
残波岬南岸

残波岬北岸

与久田

真栄田岬

富着

谷茶

万座毛

瀬良垣

熱田

武瀬名岬

許田

数久田

宇茂佐

部間

調査日時

62/08/27 14:10

16:30

15:50

62/09/10 16:00

14:50

13:30

11:25

10:00

62/10/07　9:10

10:45

12:00

13:40

15:00

62/10/13　9:00

10:25

11:45

13:30

14:40

15:35

62/09/09 10:20

11:50

12:50

14:50

16:20

礁型 調査水深　調査水平距離

(・)

外洋の離礁　　1.0-11.5

消波ブロック　1.0- 〉4

外洋の離礁　　2. 5- 6.5

外洋の離礁　　0.8- 4.5

裾礁

裾礁

裾礁の水道

裾礁

裾礁

卓礁・裾礁

裾礁

石灰岩岩礁

堡裾礁

裾礁

堡裾礁

堡裾礁

裾礁

堡裾礁

堡裾礁

裾礁

裾礁

裾礁

内湾性裾礁

裾礁

2.0-10.  5

1. 5- 7.5

1. 5- 7.5
０

１

１

，

１

－

3

1

0

1

1

4 ，

1 ，

0 ，

2 ，

1

1

1

0-

3 刪

1-l

-

5 刪

0-

0- ，

1- ，

3 刪

0 刪

2 刪

8-

3-

1-

7 刪

1-

5.0

6.5

12.  5

18.  5

0

0

0

0

0

5

0

0

0

5

5

5

(ｍ)

-

30

200

･ヽ150

100

50

150

150

200

150

21

200

120

200

150

150

50

150

100

祠査位置摘要

那覇空港南西ｒﾚｰ ｼﾞの沖，儀間ノ瀬の外洋側

那覇港入口の中防波堤沖側に設置された消波ﾌﾞﾛｯｸ
港入口に建設された防波堤沖の礁，なだらかな礁斜面

港入口に建設された防波堤の内側

安謝交差点近くのNTTじﾙ の北西，米軍住宅の沖

沖縄電力火力発電所と米軍の通信塔の中間点沖

浦添漁港と沖縄電力火力発電所の中間点沖

普天間川河口沖,米軍放送塔と防波堤の北の延張線上

砂辺下水処理場前

米軍基地沖

残波岬南岸のりｰﾌｸﾚｽﾄの南端近く，リーフクレスト湾曲部沖

残波岬灯台北，ふたつめの陸側への岬のくぽみ

長浜部落とその北のl:゙  -ﾀの゙間にある大小の岩の沖

真栄田岬下，波打ち際から礁斜面まで

Å一癶'-f正面沖，外洋側礁縁 ．

谷茶後方山頂に建設されたﾄﾞｰﾑ状の建物沖

万座毛の象型岩の北の奥まったところ

瀬良垣沖北の岩の西側

熱田の体育館沖

沖縄海中公園の海中展望塔のある岬の北西

沖縄自動車道最北端の出入口の北，海中から空中にのびる岩の南
斂久田部落の北端沖

宇茂佐体育館沖

部問権現の鳥居沖

（亘）　 ○21

22

23

29

24

25

26

27

28

塩川

瀬底島北西岸

水納島北東岸

ヤッケ礁

仲ノ瀬北西部

伊江島南岸中央

伊江島東岸

伊江島北東岸

備瀬崎西岸

○は水質調査代表点

62/09/08 15:50

11:45

14:25

10:40

62/10/21 13:30

12:00

10:30

62/10/30 10:10

11:30

裾礁

裾礁

堡裾礁

離礁

外洋の卓礁

裾礁

堡裾礁

石灰岩岩慂

堡裾礁

2 ，

1 ，

1 ，

1 ，

0 ，

1 ，

1 ，

3 ，

0.

5･

3･

2･

5･

8･

1･

4･

5･

4･

24 ，

7 ，

12 ，

14 ，

10 ，

15 ，

10.

8 ，

7 ，

7 ，

10 ，

4 ，

－

8 ，

9 ，

9 ，

8 ，

10 ，

11 ，

8 ，

20 ，

6 ，

0

0

5

0

0

0

5

0

0

150

150

80

200

塩川じｰﾁﾏﾝyl冫前
瀬底島北西岸の砂浜の沖

水納島1:゙ -ﾁの゙1:゙  -ﾁﾊｳｽ沖

瀬底島北方に位置する離礁群の西側の離礁外洋側

川平のｾﾒﾝﾄﾀﾝｸ沖

伊江島北東岸入江の東端

沖縄記念公園のｴｷｽﾎﾟﾗﾝﾄﾞ'前方海岸にある岩の北端沖

邵胝
加甎
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Table l

続　き

Continued

海域 地点NO. 調査地点名 調査日時 礁型 調査水深　調査水平距離
( ｍ)

調査位置摘要

（萇）　 ０77

78

30

今泊

崎山

古宇利島北岸

62/08/14 15:10

13:35

11:20

堡裾礁

裾礁

裾礁

0 ，

0 ，

1 ，

(m)

-

9-

5-

2-

6 ，

9 ，

8 ，

５

０

０

80

200

今泊沖から見える最も高い山の前方海岸にある岩の西の沖

崎山海岸の陸から浜に降りる道の沖

古宇利島北岸の砂浜沖

(旦)

(弦)

31

32
０33

34

35

36

37

38

39

40
０41

42

43

44

45

（Ｚ）　 ○46

47

48

49

50

(亘) 51

52

53

０54

55

56

58

屋我地島東岸中央

塩屋

大宜味

赤丸岬

謝敷

宇嘉

宜名真

奧

楚洲南

安田ヶ島南岸

美作南

高江

魚泊

川田南岸

慶佐次

天仁屋岬南岸’

阿部王留島南

辺野古平島南

松田

漢那湾口北岸

金武崎

金武人口

屋嘉南岸

石川

宇堅

西ノ岩

浜比嘉一藪地

10:20

9:00

62/08/13 15:00

14:00

11:50

10:20

9:00

62/08/17 9:30

11:30

13:10

16:00

62/08/18　9:50

11:10

13:15

14:35

62/08/19　9:30

10:50

12:15

14:20

15:25

16:50

62/08/20　9:00

10:10

11:20

13:30

14:35

62/08/26 10:10

湾内の礎浜

離礁

内湾性裾礁

内礁

裾礁

裾礁

0 ，

3 ，

1 ，

O- 1 ，

5- 6 ，

1- 8 ，

1｡0- 5 ，

9

5

5

0

1.2 一一6.0

1. 3- 5.0

古石灰岩岩礁　1. 0- 3.5

裾礁

湾口の裾礁

裾礁

裾礁

裾礁

裾礁

堡裾礁

裾礁

裾礁

裾礁

堡裾礁

礁湖礁

裾礁

内礁

内礁

内礁

内礁

内礁

湾内の離礁

湾内の離礁

1. 8- 8.0

1. 9-10.0

1. 3- 7.0
２

２

２

１

3 ，

1 ，

3 ，

0 ，

2 ，

2 ，

1 ，

2 ，

1 ，

1 ，

1 ，

0 ，

O･

5･

5･

4･

0･

0･

0･

5･

5･

O･

7

5

5

9･

5･

5･

10
，

10
，

10
，

1 6 ，

10 ，

8 ，

10
，

4

10

0

0

0

0

－

0

0

0

0

0

4.0

6.0

8.0

2.0

150

200

150

100

100

100

100

150

100

100

100

150

150

100

150

砂浜の岩沖

塩屋大橋と国道沿いの白い建造物の中間点沖

体育館と伊是名南橋の延長線沖

岬の西岸

国道脇の大きな岩の沖

宇嘉部落の北方沖，消波ﾌﾞﾛﾂﾞｸに遠く囲まれた岩の沖

漁港の南端沖

体育館南と，漁港沖南側の消波ﾌﾞﾛﾂﾞｸの北端の延長線上

楚洲部落の南，護岸工事中の海岸沖

漁協と灯台の延長線が交わる地点，ふたこぶ型の離礁

宇嘉川南の，陸が海に突き出たところの沖

高江部落の南方，砂浜の南にある岩の沖

魚泊沖の砂浜と岩の境沖，裾礁の沖側縁と離礁（最浅部41）

川田公民館が，漁港沖から防波堤の間に見えるところ

米軍施設南砂浜の切れめの岩礁海岸沖

天仁屋の岬南方の最初の入江沖

潟原すじの南，湾外の南

ｻｲﾛ沖

金武崎の沖，東方に２つの大きい岩がみえる位置の離礁

金武の国道沿い，上間空調設備前

山頂に建設されたﾄﾞｰﾑの正面沖

石川ﾋﾞｰﾁの沖，火力発電所を45°方向に見るところ

岬の北岸，展望所沖

西ノ岩北側

浜比嘉と藪地の間にある大小の岩付近

○は水質調査代表点
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Table l
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Continued

海域 地点NO. 調査地点名 調査日時 礁型 冏査位置摘要

( 江) 57

59

０60

61

62

伊計島南東岸

ミルチピシ

浮原島北東岸

南浮原島西方

津堅島南岸

62/08/25　9:30

11:20

13:30

15:10

16:30

裾礁

堡礁

堡礁の水道

礁湖礁

礁湖礁

調査水深　調査水平距離

（ｌ）　　　 （ｌ）

1.5- 9.0　　　70　 ・
2

1 ，

1 ，

1 ，

0･

2･

O･

S･

10 ，

18 ，

4 ，

7 ，

0

0

5

0

30

200

150

伊計島南岸のやや北側寄

ﾐﾙft゛y東部中央

浮原島北東岸の水路の壁

南浮原島西岸の中央部沖

津堅部落の東のはずれの

くａ ）
63

64

０65

67

82

66

平ソネ

泡瀬南方

伊保の浜

知名崎

ウカビ南

仲伊保

62/08/26 11:30

15:15

13:45

62/09/03 13:55

11:50

63/02/25 16:00

離礁

内礁

内礁

離礁

離礁

内礁

1.8- 7.0

1. 5- 3.0

7-

O-

4.0

2.0

200

150

沖の灯台の西
泡瀬の放送塔沖
海岸べりの赤い屋根の建物の沖
燈台下の離礁

起伏のある離礁
佐敷ﾏﾘｰfの燃料夕y夕沖

(ｎ) 68

69

０70

71

72

久高島南南西岸

コマカ島南方

百名沖

奥武島南西方

摩武仁

14:30

62/09/03　9:40

62/09/04 10:50

12:00

13:50

裾礁

堡礁

離礁

裾礁

裾礁

1 ，

1 ，

－

1 ，

3 ，

2 ，

2 ，

2 ，

5･

5･

O･

0･

O･

100 久高島漁港の灯台と防波堤の南端を結ぶ延長線上

:】ﾏｶ島南方の離礁

ﾎﾃﾙ沖

( 忿 〉 73

74

81
０75

喜屋武岬

名城沖

岡波岩西

瀬長島沖

15:00

16:00

62/08/27 11:05

12:30

裾礁

堡裾礁
一 一 一

堡裾礁

1

1

1

1

8･

0･

8･

6･

10

6 ，

7

8 ，

10 ，

－

10 ，

7 ，

12 ，

8 ，

0

0

0

0

0

－

0

0

0

0

200

150

慰霊塔の下

一

灯台の下

名城1:'-f沖

瀬長島西沖

○は水質調査代表点

●



表2

Table 2

環境調査項目と調査方法

Matters and methods of investigation into environmental

conditions

4. 調 査 結 果

4.1. サンゴ礁回復度の調査

調査結果はダイバーのスケッチ，及び報告によ

り，海域①から順に海域区分に従って各調査地点

ごとに整理した。表3(1)～(3)に各調査地点ごとの

生サンゴ被度，属数，オニヒトデ数と食痕数，及

び赤土の堆積度や各調査地点で見られるサンゴの

特徴について示した。生サンゴ被度については，

各調査地点での調査が実際は礁斜面，礁縁,‘ 礁原

で行われているので３ヶ所の平均値で示した。属

数については，ダイバーのスケッチに記入されて

いた造礁サンゴの名前を集計したものである。ま

た赤土の被度で，＋は赤土の堆積が認められた地

点，－は赤土の堆積が認められなかった地点を示

している。

4.1.1. 造礁サンゴの被度

図３は各調査地点の生サンゴ被度分布である。

西海岸では外洋水との接触が多い，より開放的

な岬の突端などで生サンゴ被度は高く( 例えば残

JAMSTECTR　21　(  1989)

図3

Fig. 3

生サンゴ被度分布(1987)

Distribution of living coral

coverages  (1987)

127
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表3(1)

Table 3

生サンゴ被度，オニヒトデ相対密度，食痕数，および赤土堆積度の調査結果

Results of investigation into living corals  coverages coverages, denstiy of Acanthaster planci, fresh feeding scars,

and　red　clay　coverages.

海域　地点N0. 生サンゴ彼度　　属数
（ ％）

オニヒトデ

（０ ／1011n. ）

食 痕 数

［ ］／1011n. ）

備　　 考

( 工)

（

76

83

79

80

１

２

３

４

５

６

７

ave.
）

23. 3

55.0

15.0

1.7

0.4

10. 2

2.0

4.0

1.1

6.7

11. 0

(11.  9)

１０

6

10

13

７

１ ２

５

9

15

18

16

(11 O ）

１

１

１２

１

０

０

１９

０

１

５

３

( 3.  9) 8 ）

赤土被度
( ％)
-
－
－
－

－
－
－

４ ０

水深<  3. 5・ 優占種：ミ}'9ｲｼ
水深＜4.0・ 優占種：ミド1ｲ･J. >  4. 0・ 優占種：八り 軻り3 ゛
優占 種：ミド リイジ，酎ttｲ わ]'

優占種：盤状】りり 】'
濁りが強く生り 】'被度はほとんどＯ％。ｿﾌﾄ 】-ﾗﾙが比較的多い。
濁りがやや強い。ｽ 癶゚一頂上部でi- ﾌﾞﾙ状ﾐﾄ'11ｲｼの群体が存在。

水,深<  4. 5a　優占種：りり 】'ﾓ1'ｷ， 水深>  4. 5fi　優占種：ﾀｻtJ4y
水は濁り気味。 優占種:y713-ﾗﾙ ，

水深O-50C・に濁りの層。ﾆｻ' ﾀﾞｲ，t ﾌﾞ ﾀﾞ4等の魚類が多い。
礁原：ミ}'り45/を主体とする群集

礁原： 吋t 軻り】‘，ミドリ{y優占;，礁斜面：ﾄｹ り}' が優占。

(２) ８

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

a  ve.
〉

23

10

2 ？

１１

６

２２

４

１５

１１

１１

１７

１２

１２

(13.  9〉

８

１２

２

２

０

３

０

２

１

１

３

１

１

（ ２，8 ）

５

１

２５

１

３

１

０

０

１２

２２

２３

（ ９

-

３１

２５

１６

６

０

２３

０

６

９

３

３９

３

５

(12.8)

一

一

一

一

60

80
20

水深3.5-5.5 ，:盤状3D り】'が優占。 〉5.51ﾐﾄﾞり4ｼ。帯状構造
i二1卜' 多い。死り 】‘も多い。

り] 群゙集の多様性が高い。 礁縁外：９'ﾅﾐ り] ，゙ｼqｈｳﾓﾝ わ】'
生り]' 被度が低い。

生り 】゙被度が低い。
礁原： だ･ﾌﾞﾙ状ミド11ｲy優占。
生り:】゙被度が少ない。9ﾐ7ｒﾐ の一 種が多い。
水深10・；ﾊﾏ り] 類゙が優占。
生り 】'被度は１％以下

生り:l 被゙度が低い。 礁原の陸側はﾗ,11°ﾓｸが多い。
礁原：ﾐ ﾄﾞりり, 酎t彳ｲり:l≒ｼ1qj' り 】‘
水の濁り強い。礁原：ｎｳlﾀｹ(s. ｅ)
濁りやや強い。

(ａ) 21
22

23
29
24

25
26

27

28
(ave.)

51. 7
19.7

36. 7
1.0

0.1
16.8

0.05
10.9
2.6
0,4
10.5

2,0
1.0

(11.8)
-

2.7
1.7
10.0

0.7
40.0
6.2

6.0

51.7
17.5

(15.2)

12
14
18
15
19

19

11
19
17
(16.0)

０

１

０

０

１６

３

２

０

１

( 2.  6〉

4
4
4

0
84

14
28

22
8
(18.7)

-

一

一

一

一

礁原:i-7'ﾙ 状り3' が優占。 礁斜面:nﾏ り 】‘類が優占。
生り]' 被度低い。yﾌﾄ 】-ﾗﾙも<Ix である。
礁斜面；4ｸ μy が多い。夕'4/9り] の゙死骨格が多い。

礁縁近くは樹状り 】゙ の死骨格が多い。礁原部17' 癶ﾏり 】'が優占。
礁原：酎ｎｲ り]' ，ﾐ ﾄﾞ゙ 9り が優占。

死り]' 被度Ix 。

く3.5・: 死り] が゙見られる。

海水の透明度がが高い。魚類も多く，り] も゙豊富。ミドリり 優占。
水深61 付近，わ夕'ﾜﾗ50x 。
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Table 3

(2)

(2)

海域　地点N0. 生サンゴ被度　 属数
（ ％）

オニ ヒトデ

（μ／1011n. ）

食痕数

[] ／1011n.)
赤土岐度
（％）

備考

く盃 ） 77

78
30
(ave.)

20.2

39. 2

16.7

(25.  4)
（

8

8

9

8 3 ）

９

３

３

５

，
O ）

18

9
5
(10.7)

一

一

礁原： 癶ﾅﾔ軻り] どﾐ ﾄﾞﾘ 秡優占。

i-1’ S状ﾐ ﾄﾞﾘｲy 優占。水深0.51 : ﾉｳり 】'
く1.5・:ﾃｰ ﾌﾞﾙ状ﾐ ﾄﾞ゙ ﾘ杤優占。

(・) 31

32
33

34
35

36
37
(ave.)

（

5.0

0.1

25.0

17.0

5.2

8,0

0.1

6.5 ）

5

8

5

6

10

12

7

（　7 ， 5 ）
（

0

1

0

2

0

0

0

0 5 ）

０

７

１

２

０

０

０

( 1.  7)

－

＋

一

一

＋

＋

ｼIｳｒ り]' ， 樹状・ 盤状]Ｄり]' が見られる。
生り] 被゙度は１％以下
水深1.1・: 酎ﾔ 軻り] が゙優占。

礁縁一礁斜面: ｎﾏり 】‘ が優占。

礁原： 酎t 軻り 】II り】‘，ﾐ ﾄﾞﾘり が多い。
ミ}゙ 9わが優占。

沿岸： 表層10e・に淡水層。吋t 軻り]‘，ﾉ9り 】‘，ﾐﾄ'9 り が多い。

( 苣)

（

38

39
40

41
42

43
44
45
ave

）

9.7

6.7

12.  3

3.3

4.0

4.3

10.5

5.0

（　7.0 ）

13

12

18

16

17

13

14

11

(14.  3〉

０

０
０

０
０

２
１
１
( 0.5)

（

４

１

０

０

１

７

１

３

２
，
１ ）

一

一

一

-

赤い浮遊物あり。優占種：ミドリＤ，吋Ｍｲり 】゙

礁原：ﾐﾄ'IHｼ 類が優占。〉8・ 】ﾌ'/1マり]' が多い。
礁斜面上部:9ﾕｳ りり 】゙，水深1.31 の礁原：ミドリり が優占。'
ﾐﾄ'ﾘ4S/類と酎ﾔ 軻り3 が゙優占。
礁縁：ﾐﾄ' り4ｼが優占，4-6・ 1 りﾒ4ｼ ，]りり:1'優占。

礁原：ﾐ ﾄﾞＭｼ が優占。

磁原：ﾐ ﾄﾞ9り 類と･吋t軻り 】゙， 礁斜面く3.51 : lhｳりり 】'優占。
礁斜面3-6m: ｷｸﾒｲｼ ，j･ﾏり 】'優占。

(ヱ) 46
47
48

49

50
(ave.)

（

5

8

7

1

3

9 ）

15
9

10
3
16
(10.6)

（

1

2

1

0

0

0 8 ）

２
３

１
０
４
( z.o)

一

一

60

40

礁原：ﾐ ﾄﾞﾘｲｼ ， 酎打ｲり] ，゙/ 艸卩 が゙多い。6-101ｿﾌﾄ]-ﾗﾙ 多 い。
礁原：ﾐ ﾄﾞﾘｲｼ ，ﾊﾅ 忖ｲり] ，゙/ｳり] が゙多い。

生り 】゙，ｿﾌﾄ]-ﾗﾙ の被度， ともにIX以下。
ﾐﾄ'ﾘｲ ｼﾞ,tμｸﾒｲ1/の一部に白色化あり。

生り] 被゙度は１％以下

( 塞) 51

52

53

54

55

56

58

（ ａｖｅ. ）
（

5 ，

2 ，

0 ，

0 ，

0 ，

1 ，

－

2 ，

0 ，

0 ，

0 ，

3 ，

2 ，

1.

1.

6

6

6

05

4

0

1

5 〉

10

10

9

6

11

11

6

（9 ，O 〉

０

０

０

０

０

０

０

（ ０．０）

０

３

０

０

０

２

０

（ ０．７）

－

60

80

100

40

－

－

ﾐ1' 9ｲｼ,酎 唇ｲり] ≒4ﾀﾒｲ ｼが゙ 俚かに みられる

生り 】‘ 被度は１％以下

生りJ' 被度は１％以下

水の澗度高い。

礁原沖側：シ,ｳ1 り゙]' ， 陸 側：吋ﾔt4 り] 。゙

水深3・: 癶マり] の゙一 種が優占。く31にミド リ4ｼ， 吋 唇ｲり 】″が多い。

ﾄｹ'１ﾒﾉ]ｳり μ1/が優占。

-

-　　　--
㎜　　　　　　　　　　　 ＝a ” ’･l － ・ －

●４ ・ 晶晶

● ＆ Ｊ ●| ¶　　 ● ．●　 ●． ．．　　 ．｜　 ．　　 ａ ■ ■　 ㎜ ．　　- ．＆ ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　 ミ　 ミ ．　　　　 ． ． ． ．
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Table 3

(3)

(3)

海域　地点N0. 生サンゴ被度　 属数
（ ％）

オニヒトデ

（μ／1011n. ）

食 痕 数

［ ］/  lOain.  )

ｒ 考

( 豆) ５７

５９

６０

６１

６２

(ave.  )

28. 3

35.0

0.1

0.6

2.0

(13.  2)

10

〉3
6

H

14
( 8.8)

（

1

2

1

1

0

1 O ）

１８

８

５

４

５

囗 O ）

赤土被度
（ ％）
-
－
－

-

礁原： 八ｎ 軻り] が゙ 優占。

く2・: 酎ﾔ 軻り] ゛(１種) , 2  ― 3 ■: 八ｎtｲ り 】゙ ( １種) 優占。
生り] ，゙yﾌﾄ]-ﾗﾙ 被度，ともに<0. 1%

く1.4・:ﾗ, 八'ﾓｸ， わﾀﾞﾜﾗ，ﾐ ｽﾞｸﾗ ｹﾞが出現。

く2・: わﾀﾞﾜﾗ の被度が高い。

(ａ) 63

64

65

67

82

66

(ave.  )

20 ，

0 ，

4 ，

10 ，

5 ，

5 ，

（7 ，

3

05

0

0

0

0

4 ）

12

8

14

12

15

18

(13.  2)

１

０
０

０
０

１
囗.3 ）

３

０

０

０

２

０

囗 8 ）

一

一

４０

一

一

礁原， 礁縁ともにﾐ ﾄﾞﾘｲS/類が優占。

り] ば固着しているが生り 】'の被度はゼロ。
水深1.5・: ミト'ﾘ杤類が優占。

礁縁でｿﾌﾄ]-ﾗﾙ の被度70X 。
ﾊﾏり]' が多いが，優占度は高くない。

水深1・: ﾄｹ゙ﾞiﾒﾉ]ｳｷｸﾒｲ ｼ，゙水深1.51 : ･Jilt'り] が゙多い。

C ） 68
69
70
71

72
(ave.)

6.2

16.7

9.0

6.5

40.8

(15.8)

13

15

12

19

17

(15.  2)

０

０

１

１

０

（ ０．４）
（

8 ）

一

一

-

水深5・:ﾊﾅ 唇ｲり] が゙優占。く3m:ﾐ ﾄﾞﾘ佃 が優占。
ﾐﾄﾞ9ｲy が多い。

ﾐﾄﾞﾘ 籾，ｷｸﾒｲｼ が多い。 二ｒ ﾀﾞｲ類の群れ在り。
ﾐﾄﾞﾘｲ ｼが゙少ないのが特徽。

生り3 の゙被度は礁原で60x で最高。
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一

ﾐﾄﾞ'ﾘｲyが優占。

平坦部はﾐ ﾄﾞﾘｲS/類が優占。 礁原はﾉｳり] が゙優占。

〉2.51；ﾂﾂﾊﾅ ｶﾞtﾐ ﾄﾞﾘり が優占。
礁原：ﾐ ﾄﾞ゙ ﾘｲｼ種が優占。

注１）生サンゴ被度は礁斜面， 礁縁， 礁原の平均値

注２）赤土被度 の十は赤土の堆積が認められた地点，－は赤土の堆積が認められなかった地点を示す。



波岬:　51.7$, 真栄田岬:　36.7#, 伊江島北東岸:

51.7#)  , 逆に外洋水との水の交換が比較的少な

い遮閉的な場所で低くなる傾向が見られた。

東海岸についても同様な傾向が見られるが，そ

の中で東海岸中央部の金武湾（海域⑧）では生サ

ンゴ被度が特に低い値を示している。

4.1.2. オニヒトデの相対密度

図４はオニヒトデの相対密度を示したものであ

る。10分間の調査でオニヒトデが最も多く発見さ

れた調査地点は海域①の牧港であり，その数は19

個体であった。次に海域③の中ノ瀬北西部で18個

体が確認された。海域別の平均では海域④が5.0

個と最も多く，次に海域①の約４個，そして海域

②，③と続く。あとの海域では，１個以下であっ

た。また，調査結果より現在オニヒトデは沖縄島

の西海岸に比較的多く分布している傾向が見られ

た。

食痕数については最も多く発見されたのは海域

③の中ノ瀬北西岸で，その数は80以上であっだ 表

３）。海域別の平均では海域③が約19と最も多く，

次に海域②の13，そして海域④，①，⑨，０ と

図4

Fig. 4

オニヒトデ相対密度分布(1987)

Distribution of density of

Acanthaster planci (1987)
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続く。食痕数もオニヒトデと同様に東海岸より西

海岸の方が多いという傾向を示している。

4.2. サンゴ礁海域の環境調査

4. 2.1. 物理的海水環境

（1）水　　温

図５に各調査地点の表層水温を示す。水温は各

測点で表層（海面下0.5  m) と底層（海底上0.5 m)

の２層で測定を行ったが，両者に大きな差は見ら

れなかった。

全体的に見ると東海岸は西海岸より１～２℃高

い値を示した。これは東海岸の調査が主に８月中

旬から９月中旬に行われたのに対し，西海岸では

主に９月初旬から10月下旬に行われたためである。

また，東海岸の中で久高島沖南南西（海域○）と

仲伊保（海端a））で水温が2Q℃前後と比較的低い

値を示しているが，これも調査が冬季（63年２月）

に行われたことを反映しているためと考えられる。

以上のことから，はとんどの調査地点の水温は

季節により決定されているようであり，海域的特

異性は見られなかった。しかし金武湾湾奥部の石

川沖（海域⑧）は，回りの地点と同じ時期に調査

されているのにもかかわらず34℃（下層33.8 ℃）

と高い値を示している。

（2）塩　　分

塩分は各海域の代表点で測定した（図５）。塩

分の調査結果は調査時期，海域の違いにかかわら

ずほぼ全ての場所で34.5 以上の値を示した。しか

し水温と同様，金武湾湾奧部の石川沖（海域⑧）

だけ34.18 と他の場所で見られなかったような低

い値を示した。この場所での水温と塩分の特異値

は，近くの赤崎にある石炭火力発電所の温排水j（淡

水）の影響と推察される。

（3）水平透明度

図６に水平透明度（上層）ｊ 図７に濁度と懸濁

物量（ｓｓ）を示した。

水平透明度は海域③の伊江島周辺，備瀬崎西海

岸，及び海域⑥の奥沖で52.0  mという非常に高い

値を示した。一方，海域①の仲西沖，海域⑧の石

川で6.0  m と最も低い値を示した。海域別の平均

値で見ると伊江島周辺を含む海域③で最も高く，

(36.7  m) , 那覇港に近い海域①と０ ，遮閉的な

湾である海域⑧と⑩で低い値を示した。
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図5

Fig. 5

図6

Fig. 6

海域 ‥ヽ

水温（上層）と塩分

Temperature  (upper layer) and salinity

水平透明度（上層 ）

Horizontal transparency (upper layer)
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図7

Fig. 7

濁度（上層）と懸濁物量（SS ）

Turbidity  (upper layer)  and suspended solid （SS ）

濁度は海域⑧の浜比喜島と藪地島の間の地点で

最も高い値(  1.6 mg ／ぞ）を記録し，仲西（海域

①）で次に高い値(  1.3～1.4  mg  / £) を記録し

た。海域別に見ると海域①，⑧，⑩，⑩では濁度

の平均値が0.6  mg  /  £,以上で高く，逆に海域③，

⑤，⑥，⑨，０では0.2 mg ／ぞ以下と低かった。

特に海域③の伊江島周辺では濁度が0.0 mg  /Z の

地点が多かった。図８に水平透明度に対する濁度

の値を上層，下層全てについてプロットしたもの

を示す。水平透明度は人間の目視により計測され

るうえ，同じ水質状態でも調査時の天候，時間の

影響をうけるため多少のバラツキがある。しかし

この図より，水平透明度と濁度との間に負の相関

性があることを読み取ることができる。

ＳＳは海域⑧の石川で2.０ ｍｇ／ぞ，海域①の仲

西で1.9  mg  /£と高い値を記録した。また海域○

の調査地点でも比較的高い値(  1.2 mg  / £) であ

った。濁度とは強い正の相関関係にあり(  r 2 =

0.917)  , が濁度を決定しているのは明らか

JAMSTECTR　21　(  1989)

である。

（4）赤　　土

赤土の堆積が最もよく見られたのは金武湾（海

域⑧）の湾奥部で，海域⑦の松田と漢那でも堆積

が認められた（図９）。また名護湾湾奥部（海域

②）でも比較的高い赤土の堆積が見られた。中城

湾内（海域○）は金武湾に比べて赤土の堆積量は

少なかった。海域①の伊佐浜でも赤土の堆積が確

認されており，湾内や地形的に奥まった場所にお

いて赤土の堆積が多く認められる傾向にあること

が本調査結果より理解できる。

しかし，海域⑥の平良湾や有銘湾及び海域⑦の

大浦湾周辺では赤土の堆積がみられなかった。ま

た，恩納村（海域②）の礁池内では赤土により砂

が赤色化しているのにもかかわらず調査場所が岸

から離れているため，赤土の堆積がＯ％として取

り扱われている。

4. 2.2. 化学的海水環境

表４に化学的環境に関する水質分析結果を示し
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図9

Fig. 9
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図8

Fig. 8

水平透明度と濁度

Horizontal transparency versus turbidity

赤土堆積度

Distribution of red clay (1987)

た。

（1） 溶存酸素 （ＤＯ）・ＤＯ飽和度・化学的酸素

消費量 （ＣＯＤ）

ＤＯの分析結果は, 6.1 ～8.３ mg ／IE’ （全海域の

平均値は7.2 mg ／? ）で あった。この分析結果は

全て水産環境基準(6.0  mg/ £)以 上の値であった

が，そのうちの８地点で環境基準値（Ａ類型で7.5

mg ／ぞ以上） 以下の値を示した。 しかしこの範

囲は，生物生息に問 題はなく， 富栄 養化現象 も見

られない 水質を 示す値である。

一方，各調 査地点で示されたＤＯ値は，同時期

に採水された水の分析値 としては比較的 大きなバ

ラツキを示 してい る。こ れは各地点での生物活動

度 の違い や，河川から供 給された有機物 の分解量

の違いを反映 している可能性があ る。

海水温度 と塩分濃度で決定 されるＤＯ飽和度に

ついては，全ての調 査地点で ほぼ100# かそれ以

上であ った。こ のＤＯ に関す る海水の過飽和な状

態は，海水温度 の上昇 に起因 するのか もしれない

が，少なくとも生物 によ る強い酸素消費はないよ

JAMSTECTR　 ２１　( 1989  )
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表４　　　環境状況調査結果

Table ４　　Results of environmental conditions

海域

調査地点No.

採水日時

①　　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤　　　　⑤　　　　⑦　　　　⑧　　　　⑨　　　　⑩　　　　○　　　　⑩

1　　　8　　　23　　　77　　　33　　　41　　　46　　　54　　　60　　　65　　　70　　　75

62/09/10 62/10/07 62/09/08 62/08/14 62/08/13 62/08/17 62/08/19 62/08/20 62/08/25 62/08/26 62/09/04 62/08/27
15:00 13:45 14:35 15:20 15:35 16:00 9:35 11:30 13:45 13:50 10:50 12:40

気 温（゜C）

上層水温

下雇豕冨 （ Ｃ゚）

塩分（ ％。）

上層透明度

下亶 透萌夏（Ｉ）

上層 濁度

一下層濁度（lg/l ）

S  S  (atg/1)

ＤＯ（lg/1 ）

31.  5

28.4

28.  3

34.  71

6.0

6.0

1.41

1. 30

1.9

7.8

ＤＯ飽和度（%）　122.0

C ＯＤ(lg/1)

T  ― P (mg/1)

T  ― N  (ng/1)

サンゴ被度(X 〉

0.6

0.01

<0.10

0.4

28.3

28.2

28. 1

34.73

33.0
34.0

０

０

く0

6

98 ，

く0

<0 ，

0 ，

51 ，

16
14

1

3

0

5

01

10

7

(25.4)

28.7

28.7

34.67

38.0

38.0

0.00

0.00

く0.1

8.3

130.0

く0.5

<0.01

く0.10

10.0

29.7

28.1
27.8

34.76

27.0
26.0

0.14 ＊
0.06 ＊

く0.1

7.3

113.0

1.1

0. 02

0.10

20.2

31.5

28.9

28. 7

34.62

17. 5
22. 5

0.12 
0.01 ＊

0.1

7.4

116.0

0.9

0.03

く0.10

8.4

31.8

28. 9

29.0

34.87

46.0

46.0

0. 13

0.16

<0.1

6.9

109.0

0.9

0.01

く0.10

3.3

30. 8

30. 2

30. 3

34.84

42. 0

43.5

0.05

0.03

く0.1

7.1

114.0

0.6

0.02

0.30

5.5

30.4

34.0

33.8

34.18

6.0

6.0

1. 34

1.22

2.0

7.5

127.0

0.6

0.02

0.10

0.05

31.2

30. 5

29.8

34 ，

26 ，

31 ，

0 ，

0 ，

<0 ，

6
，

99
，

82

5

0

06

03

1

1

0

1

01

10

１

30.8

31.0

30.8

34.84

20.5

18.5

0.26

0.26

0.1

6.7

109.0

0.9

く0.01

0.20

4.0

29.4

29.0

29.0

34.76

26.0

22.0

0. 18

0. 18

<0. 1

7.6

120.0

0.7

0.01

0.10

9.0

32. 2

29.7
29.7

34.89

8 ，

8 ，

０

０

1.34

1. 34

1.2

7.0

112.0

0.5

く0.01

く0.10

1.1

1 ，

0 ，

<0 ，

0 ，

-

＊ 積分球方式により測定



うである。

ＣＯＤの分析結果は<0.1 ～1.  1 mg  /  £ の範

囲（平均値0.７ｍｇ／ぞ）であり，海域④と海域⑨

の調査地点で最大値1.1  mg  / ぞ示しており，環境

基準値では，清澄な水を好む魚類や藻類の生育に

適したＡ類型(2.0  mg  / ぶ以下 ）の水質に属す

る。また，赤潮の発生する時のＣＯＤ値は3 ～10

mg ／ぞと言われており，今回の調査結果からそ

の点 についても問題はないことが明らかとなった。

（2） 全リン量（Ｔ－Ｐ）・全窒素量（Ｔ－Ｎ）

これら栄養塩の｡測定は生物活動度，及び河川水

の影響を調べるために行った。　。

Ｔ－Ｐは＜0.01 ～0.03 mg ／ぞの範囲を示した

（表 ４）。海域⑤の大宜味では0.03 mg ／ぞ， 海

域④の今泊他２点で0.02 mg ／ぞであり，他の海

域では0.01 mg ／ぞ 以下であった。

Ｔ－Ｎは海域⑦で0.3  rag /  £ , 海 域⑩で0.2

mg  / £,を示したが海域では, 0.1 mg ／ぞ 以下

であった。

各濃度をμmol  /  £ Iこ換算するとＴ･-Plj≪0.32

～0.96 μmol/ ぞ, T-N は, <7.14 ～21.42 μ

mol  /1 の値が測定されたことになる。ちなみに

太平洋のこれらの鉛直分布を見ると表層では，Ｔ

－Ｐ・Ｔ－Ｎともにほとんど Ｏμｍｏｌ／ぞであり，

水深500 m 付近でＴ－Ｐが約１μmol  /£, T  ―

Ｎが約20 μｍｏｌ／ぞである。すなわちこれらの値

が高いところでは，有機物の分解が活発であり，

逆に少ないところでは生物活動による栄養塩の取

り込みが活発であることを示唆している。

また，図10 に示すようにＰ／Ｎ比が海域によっ

ては，1 ／16 というRedfield 比（動・植物プラン

クトンの細胞を構成している有機物中の炭素：窒

素：リンの比は106:16:1 となっており，海洋

の物質循環を考察する上で重要な尺度となる）か

ら大きくはずれているため，生物活動や河川水流

入の違いがあるようにも考えられる。しかし測点

数が少ないことと，一回だけの水質調査だけなの

で，今回の調査からは各海域の海水特性について

定量的に評価することはできなかった。

5. 考　　　察

今回調査した造礁サンゴの生息状況を評価する

ため過去に行われた同様な調査結果と比較したの

136

図10　　 全リン量と全窒素量( 鎖線はレッドフィ

ールド比( Ｐ/Ｎ＝1/16)を示す)

Fig  .10　　Total phosphorus versus total nitrogen

(Dot-dashed line indicates Redfield･ratio

(P/N=l/16).)

が図11である。図中の生サンゴ被度は海域ごとの

平均値である。 1976 年の調査では北部地区及び海

域⑨の調査は行われていない。なお，これらの調

査は必ずしも同じ地点で行われているとは限らな

いので，直接比較することはできないが，サンゴ

被度がどのように変遷しているのか，さらに回復

の傾向にあるかどうかを読み取ることはできると

考えている。

1972 年には全ての海域で,生サンゴ被度は20％

以上であり，70％を超える海域もあった。しかし

1976 年には中城湾(海域⑩) と糸満市沖(海域ｅ)

でサンゴ被度が増加したものの，調査の行われた

他の海域では全て減少していることが観察されて

いる。特に名護湾を含む海域②ではサンゴ被度が

ほぼｏ％となった。

1984 年には1972 年に比べると全ての海域でサ

ンゴ被度が減少した。その中で1976 年 にサンゴ

被度が増加した海域⑩, i2>, それに海域⑦での減

少が顕著であった。逆に1976 年にサンゴがほぼ

壊滅状態となった海域②ではサンゴ被度が増加し，

回復の兆しが見え始めた。

そして今回の調査結果(1987 年) では, 1984 年

JAMSTECTR　21　(  1989 )



図11　　1972 年から1987年までの生サンゴ被度の変遷（過去のデータは

Nishihira and Y  amazato (1974), 沖縄観光開発公社(1976),

沖縄県北部広域市町村連絡協議会(1984) から引用）

Fig. 11　Change of mean coverages of living corals from 1972 to 1987

(Past data are quoted from Nishihira and Yamazato (1974),

Okinawa Tourism Development Corporation (1976),  and Coral

Reef Survey Committee (1984).)
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と比べると12海域のうち６海域でサンゴの被度が

増加していることが明らかとなり，サンゴの回復

が次第に進んでいることをうかがわせた。一方で

はサンゴ被度が減少している海域もあり，その中

でも金武湾（海域⑧）では1972 年以降， 常に減

少傾向にあることがわかった。 ，

このサンゴ被度を変化させた主要因は，オニヒ

トデによる撹乱と海水環境の悪化であると考えら

れている。以下に両者とサンゴ被度の変遷との相

関関係について考察する。

5.1. オニヒトデ相対密度の変遷

オニヒトデの海域別平均値の変遷について，図

12に示す。

オニヒトデの大発生により沖縄島周辺のサンゴ

が撹乱され始めたのは1969 年頃とされている。従

って1972 年のサンゴ被度分布は既に撹乱されてい

る状態であったと考えられる。

1972 年のオニヒトデの分布を見ると,西海岸中

央部の海域②と海域③に高密度域がある。

1976 年には西海岸の南部を中心に東海岸の一一濶

にオニヒトデの高密度域が見られる。これは海域

②のサンゴを食べ尽くした（同年の調査で同海域

のサンゴ被度はほぼＯ％）ため，オニヒトデが他

のサンゴが豊富な海域へと移動した結果であると

考えられている。

1984 年にはほとんどの場所でオニヒトデの相対

密度が大きく減少した。しかし1976 年iこサンゴ被

度が増加した海域②や海域（2）では，この８年間に

再び食害されてしまったようである。このように

1984 年まではサンゴの多いところにはオニヒトデ

が高密度に存在するため，一時的にサンゴ被度が

増加しても，結局は食害され減少する傾向があっ

た。

しかし今回(1987 年）の調査では1984 年の調査

結果以上にオニヒトデ相対密度，及び食痕数が減

少しているとともに，サンゴ被度が増加している

海域が多くなっている。表５はサンゴ被度・オニ

ヒトデ相対密度・食痕数・水平透明度・濁度間に

おける相関係数をまとめたものである。この表か

らサンゴ被度と食痕数とは有意水準１％で有意な

相関関係が見られるが，サンゴ被度とオニヒトデ

相対密度間には相関関係が見られなかった。

これらのことから，沖縄本島周辺の造礁サンゴ
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はオニヒトデの撹乱から解放され，今後さらに回

復・増加していくことが期待される。

5. 2. 生サンゴ被度と海水環境

各海域の環境調査のうち，温度・塩分について

は，金武湾湾奥部で火力発電所の温排水により特

別な値を示している以外は海域による有意な差は

見られなかった。また，化学的環境調査として９

Ｄｏ・Ｄｏ飽和度・COD, 及びＴ－Ｐ・T-N

の調査結果は，海域によって多少の生物活動度や

河川水の影響度に違いがある可能性を呈示してい

るものの，サンゴ生育に影響を及ぼすような富栄

養化等の水質悪化は示さなかった。

しかし赤土の堆積状況は海域によって大きな差

を示していた。図13 は1984 年lo）と1987 年の赤土

の堆積状況を比較したものである。

1984 年には海域⑤の大宜味で80 ％ 赤土の堆

積が見られた他は数力所で20％の堆積があった程

度であったが; 今回の調査では金武湾，名護湾で

約60％の高い堆積度を示し，中城湾や嘉手納町沿

岸でも40％程度の赤土の堆積が見られた。また

1984 年に比べ, より多くの場所で赤土の堆積が確

認された。金武湾でサンゴの生息状況が悪いのは

この赤土の堆積や火力発電所からの温排水等，人

為的活動により水質環境が悪化しているためと考

えられる。また，海域⑦の漢那や松田など赤土の

堆積が見られたところではサンゴ被度が低い傾向

が見られた。

赤土がサンゴの体表上に降りかかると，サンゴ

はその粒子を除去するため繊毛運動や粘液分泌が

活発になり，エネルギーを消耗して衰弱してしま

う11）。また，赤土堆積量がサンゴの除去能力を越

えるとサンゴは埋没してしまう危険性もある。

さらに赤土が海底に堆積せずに懸濁すると，海

水の透明度を低下させる。これはサソゴ生育に重

要な光の透過を妨げることになる。表５にはサン

ゴ被度と水平透明度の相関性についても示してい

る。相関係数の検定から，両者は有意水準１％で

有意な正の相関関係をもつことが明らかになって

いる。

一方，赤土の堆積は見られないものの海域①や

海域ｅ の海域代表点では水平透明度が低くサンゴ

被度も小さい（表４）。この透明度低下も化学的

環境調査の結果，Ｄｏの強い消費が見られなかっ
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図12　　1972 年から1987年までのオニヒトデ相対密度，および食痕数の変遷

（過去のデータはNishihira and Yamazato (1974), 沖縄観光開発

公社(1976), 沖縄県北部広域市町村連絡協議会(1984) から引用）

Fig. 12　Change of mean density of　Acanthaster  planci and fresh feeding

scars from 1972 to 1987 (Past data are quoted from Nishihira

and Yamazato (1974),  Okinawa Tourism Development Corporation

(1976),  and Coral Reef Survey Committee (1984).)
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表5

Table 5

生サンゴ被度，オニヒトデ相対密度，食痕数，水平透明度，および濁度間の

相関係数

Coefficie n t of correlation among living corals coverages, density of

Acanthaster planci ，　fresh feeding scars, horizontal transparency and

turbidity

オニヒトデ数 食痕 数

生サンゴ被度

オニヒトデ数

食痕数

上層水平透明度

下層水平透明度

上層濁度

下層濁度

生サンゴ被度

-

０。2  8  7  6  6

0  . 4  6  6  5  4　＊

0 . 3  6  8  5  9　＊

0.  3  4  8  5 2　＊

１

0｡4  2  3  1 1　＊

0 . 4  3  14  9　＊

１

0 . 8  0  6  0  3　＊

0 . 1  6  4  4  9

0.  1  6  2  3  2

-  0 . 2  9  10  4　　　　-  0 . 0  2  10  3　　　　-  0 . 2  6  3  5  9

-  0.  2  6  0  6  6　　　　-  0 . 0  5  5  4  4　　　　-  0 . 2  8  9  0  3

図13　　1984 年と1987年における赤土被度分布の比較(1984 年のデータはY  amazato

(1987) から引用lo））

Fig. 13　Comparison of distribution of red clay coverages between 1984 and 1987

(Data of 1984 are quoted from Y  amazato (1984).)
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Fig.  14

1.0　　　　　　　2.0

SS  Turbidity  (mg/l)

COD,  SS, およ び濁度

COD,  SS,  and turbidity
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たことや，図14に示すようにこれらの海域の濁凰

及びＳ Ｓが高いのにもかかわらずＣＯＤ値が必ず。

しも高くなっていないことから，有機物の懸濁に

よるものではなく，河川や海底から供給された無

機的な土砂の懸濁によるものと考えることができ

る。実際に金武湾，中城湾，名護湾や那覇港，及

び糸満の沿岸周辺部には沖縄県の人口が集中して

おり，沿岸では埋め立てや浚渫などの工事が多く

実施されており，これらの影響は大きいと考えら

れる。

したがって現在，生サンゴ被度が減少していた

り回復が遅い場所は，赤土流出等による海水の透

明度低下が少なからず影響していることが推察さ

れる。

6. お わ り に

今回の調査により，沖縄本島周辺サンゴの生息

状態の現況を把握することができた。過去の調査

結果との比較により, 1970 年代のオニヒトデ の異

常繁殖によるサンゴの撹乱は終わりつつあり，沖

縄本島周辺のサンゴ礁は回復し始め，今後さらに

増加することが期待できる。

一方，海水の透明度が低下しているところでは

オニヒトデ

Acantkaster planci
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サンゴの回復が遅く，サンゴ被度も小さいという

傾向が見られた。これは，産業活動の活発化によ

る赤土等の流出が造礁サンゴを始めとするサソゴ

礁生物群集に影響を及ぼしているためと推察され

る。

また，今回の水質調査の結果は，全ての調査海

域の水質が水産環境基準値を上回っていることを

示した。しかし各海域の調査地点が一点で沿岸か

ら離れており，しかも一回だけしか行われなかっ

たので詳細な水質の状態は分からなかった。水質

環境の変化の観測は生態系を撹乱しないためにも

重要である。そのため観測点を数点設け，長期に

わたる調査が必要であると考えられる。

最後に，本調査は沖縄県環境科学検査センター

の協力を得て実施したものであり，同センター研

究員藤田智康氏，及び琉球大学熱帯海洋科学セン

ター助手酒井一彦氏に調査解析をしていただいた

ことを付記し，謝意を表します。
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